平成24年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：社会教育費　目：社会教育施設費
	事業名: 広域美術館事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　岐阜県美術館　総務部　管理調整担当　電話番号：058-271-1313
　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c27213@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：590千円（前年度予算額：590千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　広大な県土を持つ岐阜県の幅広い県民に、岐阜県美術館が所蔵する数々の名画を鑑賞する機会を提供するため、「県下まるごと美術館」の視点に立って、積極的な展示活動を展開する。
· 移動美術館
　　 展示可能な施設を保有する市町村と共催し、美術館所蔵品による移動美術館を実施する。
　　・平成24年度開催予定地：篠田桃紅美術空間（関市）
	２　所要経費


移動美術館　　590千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅴ　ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり
５　ふるさとへの誇りと愛情を育てる

　　・学校や地域の文化施設において、子どもたちが優れた地域の芸術文化や伝統文化

に触れる機会の充実を支援する
　　・優れた芸術に触れて学ぶ機会を提供し、県内の新しい文化の担い手を育成する
	２　これまでの取組状況


･　平成22年度は飛騨地域で開催（会場：飛騨市美術館）。高山市出身の版画家、守洞春（もりどうしゅん）の個展を美術館所蔵品で構成した。（会期：2010年7月24日～8月29日。出品点数：139点。入場者数：1,065名。）

・　会期中、美術館職員による作品鑑賞会を1回、飛騨市美術館職員によるギャラリートークを3回、小学生向けワークショップを1回実施した。

	３　これまでの取組に対する評価


・県内どの地域においても県美術館の収蔵作品を鑑賞できるよう1984年（昭和59年）から実施しているこの移動美術館は、県内文化施設から実施の要望が多く寄せられる事業である。郷土にゆかりのある作家や国内外の名品を各地域において展示し、地域文化の振興に寄与することを目的としている。近年は、開催地域にゆかりのある作家、作品を中心にして展示し、各地域が輩出した先達を顕彰することとしている。

・昨年度取り上げた守洞春は飛騨版画を代表する版画家である。この展覧会を通じて地域の方々に郷土が輩出した作家とその業績を再認識してもらう機会となり、地元住民・自治体からの評価も高かった。
・地域の美術館等文化施設の職員と企画段階から展示までを協同して取り組むことによって、地域の文化施設や美術教育関係者に美術館が持つノウハウを伝えることができた。
	１月２０日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	590
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	590

	要求額
	590
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	590

	1月20日時点査定額
	590
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	590

	決定額
	590
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	590


